
（別紙３）

～ 2025年　12月　13日

（対象者数） （回答者数）

～ 2025年　12月　13日

（対象者数） ７名 （回答者数） ７名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

標準化されたツールを用いた評価と日々の行動観察などによ

る評価を組み合わせながら、お子様の発達をより正確に把握

し、根拠に基づいた支援ができるようにしていきます。

2

事業所でできたことが家庭や園でも発揮できるよう、家庭や

園の状況を聞きながら本人にも家族にも負担のない形で取り

組める方法を提案していきます。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

訓練を行った際は、保護者の方へきちんとお伝えできるよう

伝達方法の見直しを行います。

2

事業所の特色を活かした発信内容を検討し、内容をより充実

させていきます。現在、HPの作成をすすめており、事業所や

療育について広く知ってもらえるようにしていきます。

3

保護者の方向けの講演会や研修会等、必要に応じて検討して

いきます。

専門性が高く、お子さんの発達や家族のニーズに添った支援を

行なえるよう心がけています。

充実した支援に繋げられるよう、研修や講演会等に積極的に参

加しています。

毎日のお迎え時に保護者の方と職員が１対１でお子さんの様子

などについて話す時間を設けています。

日頃から保護者の方とのコミュニケーションを大切にし、話し

やすい雰囲気を作るよう心がけています。

保護者に向けた研修の機会や情報提供があまりされていませ

ん。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

非常時の訓練がされているか、周知されていないことがありま

す。

避難訓練や不審者訓練などを年に数回行っていますが、周知の

仕方が不十分と考えられます。

事業所の情報発信が定期的に行えていません。 事業所での活動の様子などは月2回程度、インスタグラムで発

信していますが、活動の目的や意味などの発信が少ないと考え

られます。

2025年　12月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　12月　26日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 まあるまある

○保護者評価実施期間
2025年　12月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


